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会
期　

６
月
７
日
～
６
月
24
日

町
長
所
信
表
明

　

先
の
選
挙
で
再
選
し
た
町
長
が
、
二
期

目
に
向
け
て
所
信
を
表
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　

詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載

議
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件

・
副
町
長
選
任
に
関
す
る
人
事
案
件
１
件

・
幸
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
等
の
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　

正
な
ど
、
単
行
議
案
10
件

・
報
告
３
件
、
専
決
承
認
案
件
２
件

最
終
日
の
追
加
議
案

・
議
員
提
出
議
案
「
議
会
基
本
条
例
制
定

　

特
別
委
員
会
の
設
置
」

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
た
め
調
査

研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
。

　

以
上
す
べ
て
同
意
・
可
決
・
承
認
し
た
。

陳
情

　

９
件
を
審
議
し
、
不
採
択
と
し
た
。

一
般
質
問

　

５
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
る
課

題
を
た
だ
し
た
。

改修中の旧甲田薬局

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
の
設
置

工
事
完
了
後
進
め
る
。
委
託
料
を
支

払
い
地
元
で
管
理
し
て
い
た
だ
く
。

利
用
で
き
る
の
は
一
階
の
み
で
、
消

防
法
で
は
27
人
く
ら
い
に
な
る
が
、

周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

年
１
回
の
消
防
点
検
で
、
他
地
区
の

同
様
施
設
な
ど
に
も
周
知
し
て
い
く
。

（
反
対
１
賛
成
14
）

工
事
の
請
負
契
約
関
連
事
業

（
３
事
業
）

●
役
場
庁
舎
非
常
用
発
電
機
の
更
新

　

現
在
の
発
電
機
は
、
設
置
後
36
年
経
過

し
老
朽
化
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
お
け
る
「
事
業
継
続
計
画
」

の
観
点
か
ら
、
72
時
間
連
続
対
応
で
き
る

発
電
機
を
整
備
す
る
。

　

発
電
機
の
メ
ー
カ
ー
は
指
定
し
て
い

る
の
か
。
工
事
中
旧
発
電
機
は
ど
う

す
る
の
か
。

メ
ー
カ
ー
の
指
定
は
な
い
。
工
事
中

は
外
に
置
く
こ
と
に
な
る
。

幸
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
等

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

町
が
取
得
し
た
旧
甲
田
薬
局
を
一
部
改

修
し
て
、
幸
田
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ム
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
。

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
８
月
１
日
施
行

管
理
を
受
託
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

幸
田
区
と
文
章
な
ど
で
の
取
り
決
め

は
し
た
か
。

問

答問答

・
契
約
の
相
手
方

　
　

碧
海
電
気
株
式
会
社

・
契
約
金
額　
　
　
　
　

５
２
４
９
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

●
（
仮
称
）
幸
田
南
部
ま
ち
づ
く
り

　

交
流
拠
点
施
設
建
設
工
事　
　

・
契
約
の
相
手
方

　
　

竹
内
建
設
株
式
会
社

・
契
約
金
額　
　
　

１
億
１
８
１
９
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

●
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

建
設
工
事

・
契
約
の
相
手
方

　
　

杉
林
建
設
株
式
会
社

・
契
約
金
額　
　
　
　
　

９
４
４
９
万
円

                           

（
全
員
賛
成
）

農
業
集
落
家
庭
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

高
力
集
落
家
庭
排
水
処
理
施
設
を
廃
止
。

廃
止
と
な
っ
た
施
設
の
建
物
・
設
備

の
管
理
は
。

防
災
用
で
使
用
す
る
が
、
利
用
方
法

を
再
協
議
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

問答

問答

６
月
議
会
の

あ
ら
ま
し
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賛否の分かれた議案

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 議長

議決結果
（賛成：反対）

議 

員 

名

田
境
　
　
毅

石
原
　
　
昇

都
築
　
幸
夫

鈴
木
　
久
夫

伊
澤
　
伸
一

黒
木
　
　
一

廣
野
　
房
男

丸
山
千
代
子

稲
吉
　
照
夫

杉
浦
あ
き
ら

都
築
　
一
三

水
野
千
代
子

笹
野
　
康
男

岩
本
　
知
帆

藤
江
　
　
徹

足
立
　
初
雄議　　案

第35号 議 案 幸田町コミュニティホーム等の設置及び管理に関
する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可　決

（14:1）

第37号 議 案 幸田町国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可　決　
（14:1）

陳情第2号
～陳情第9号

公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保す
る公契約法の制定を求める意見書の提出を求める
陳情　はじめ8件

× × × × × × × ○ × × × × × × × ー 不採択
（1:14）

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。

公
共
下
水
道
区
域
に
編
入
さ
れ
る
事

に
よ
る
、
利
用
料
は
ど
う
な
る
か
。

料
金
の
変
更
は
な
い
。（

全
員
賛
成
）

財
産
の
取
得
関
係
（
２
件
）

●
消
防
用
資
機
材
搬
送
車
の
購
入

　

現
在
の
車
両
は
、
取
得
後
17
年
経
過
し

て
い
る
。
幸
田
町
消
防
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
更
新
す
る
。

　

運
搬
能
力
を
強
化
し
、
緊
急
消
防
援
助

隊
後
方
支
援
隊
の
活
動
に
対
応
す
る
。

・
契
約
の
相
手
方

　
　

山
佐
産
工
株
式
会
社

・
契
約
金
額　
　
　
　
　

１
８
４
８
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

●
教
員
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

　

本
件
に
関
わ
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、

購
入
後
７
～
８
年
経
過
し
て
い
る
。

　

耐
用
年
数
は
４
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

機
器
の
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

１
４
７
台
を
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
運
営
を
円
滑
に
す
る
。

・
契
約
の
相
手
方

　
　
　

有
限
会
社
東
京
理
科
器

・
契
約
金
額　

２
１
７
５
万
８
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

●
小
中
学
校
管
理
一
般
事
業

　
　

学
校
等
に
お
け
る
感
染
症
対
策
支
援

　
　
　
　

小
学
校　
　
　
　

８
５
５
万
円

　
　
　
　

中
学
校　
　
　
　

４
５
０
万
円

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　

逆
川
集
会
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

２
億
２
６
８
０
万
円
減
額

　
　

幸
田
南
部
ま
ち
づ
く
り
交
流
拠
点
整

　

備
事
業
を
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
計

　

上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
整
備
事
業
費

　

が
不
要
と
な
り
減
額
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

問答

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

７
５
１
１
万
６
０
０
０
円
減
額

　

歳
入

●
国
庫
支
出
金

　
　
　
　
　
　

９
０
４
４
万
９
０
０
０
円

●
基
金
繰
入
金

　
　

１
億
６
５
５
６
万
５
０
０
０
円
減
額

　

歳
出
（
主
な
も
の
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
な
ど
総
合
緊
急
対
策
」
に
お
い
て
、

真
に
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
た
め
の
措
置
を
行
う
。

●
社
会
福
祉
総
務
一
般
事
業

　
　

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

８
４
８
５
万
４
０
０
０
円

●
児
童
手
当
等
支
援
事
業

　
　

低
所
得
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援

　

特
別
給
付
金
な
ど

　
　
　
　
　
　

４
６
４
１
万
５
０
０
０
円

●
認
定
こ
ど
も
園
等
支
援
事
業

　
　

保
育
士
等
処
遇
改
善
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　

６
８
６
万
５
０
０
０
円

大勢の園児を担当する保育士さん
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立候補を考えよ立候補を考えようう！！！！其の四 立候補を考えよう！！

特集
シリーズ
6

議員のなり手不足解消に向けて

　今までは、地元の推薦を受け、地域住民から背中を押されて立候補するという人が圧倒的に多かった。
先の再選挙では、自分の住む幸田町の将来を考え、自分自身の思想・信条に基づいて一念発起立候補する
という方が出始めてきた。

　　　 志（＋被選挙権）があれば、資格・条件を満たせば誰でも立候補できる

今までは 地元の推薦

立候補の動機

　日本国民で満25歳以上
　幸田町議会議員の選挙権を持っていること
　犯罪行為で選挙権が停止されている場合は不可

本 満 歳以上

立候補の条件・資格

　家族、親戚、知人友人の理解 ・協力を得る
　自分の考えや自分のできそうなことを
　知ってもらう
　告示前の選挙運動の禁止に留意

家族 親戚 知人友人の理解

何をすれば良いか
　選挙管理委員会では説明会を開く
➡出席しこれを聞く

　書類や手順について事前審査あり
➡出席し書類の点検をしてもらう

分からないことは選挙管理委員会が対応

選挙管理委員会では説明会を開

選挙に臨むにあたって

幸田町議会議員選挙投票率推移

議員選挙（回・年）

選挙は来年４月
幸田町の活性化と
未来のために
立候補を考えましょう！！

再
選
挙
１
人（
Ｒ
４
）

第
17
回（
Ｈ
31
）

補
欠
１
人（
Ｈ
30
）

第
16
回（
Ｈ
27
）

第
15
回（
Ｈ
23
）

補
欠
１
人（
Ｈ
22
）

第
14
回（
Ｈ
19
）

第
13
回（
Ｈ
15
）

補
欠
１
人（
Ｈ
14
）

第
12
回（
Ｈ
11
）

第
11
回（
Ｈ
７
）

第
10
回（
Ｈ
３
）

第
９
回（
Ｓ
62
）

補
欠
１
人（
Ｓ
61
）

第
８
回（
Ｓ
58
）

第
７
回（
Ｓ
54
）

第
６
回（
Ｓ
50
）

第
５
回（
Ｓ
46
）

補
欠
１
人（
Ｓ
45
）

第
４
回（
Ｓ
42
）

第
３
回（
Ｓ
38
）

第
２
回（
Ｓ
34
）

第
１
回（
Ｓ
30
）

投　

票　

率

【％】

100

80

60

40

0

　左表のとおり投票率は低
下傾向で、第17回では定数
割れとなり、5月15日の再
選挙では42.68％とかな
り低い投票率でした。町政
に対して関心の低下が原因
と推定されます。
　真に必要な人材を議会に
迎えることは町民の利益に
つながります。　

【立候補者数】

【定数】

33 29 28 27 1 29 28 27 28 1 27 24 26 25 1 24 17 3 17 16 1 15 4

26人 22人 16人

94.83 96.46

90.37
86.43

81.83

80.37
76.65

72.36

60.78

68.38

42.68

95.20 94.60 92.75 91.42
94.73 94.64

無
投
票

無
投
票

無
投
票

無
投
票

無
投
票

無
投
票
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委
員
の
紹
介

議
会
基
本
条
例
制
定
の
考
え

　

町
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
は
、

同
じ
く
選
ば
れ
た
町
長
と
と
も
に
、
二
元

代
表
制
の
も
と
、
幸
田
町
の
代
表
機
関
を

構
成
し
て
い
る
。

　

議
会
は
複
数
の
議
員
で
構
成
さ
れ
た
合

議
体
と
し
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
と
の

役
割
の
違
い
を
踏
ま
え
、
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
求
め
、
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
。

県
内
市
町
村
の
制
定
状
況

　

全
38
市
の
内
、
32
市
。

　

全
16
町
村
の
内
、
次
の
５
町
が
制
定
。

議
会
基
本
条
例
制
定
特
別
委
員
会

設
置
に
至
る
経
緯

　

平
成
31
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お

け
る
町
議
会
議
員
選
挙
で
１
人
の
欠
員
が

生
じ
て
以
来
、
な
り
手
不
足
解
消
に
向
け

て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
会
を
毎
月
開
催
し
、

議
論
を
深
め
た
。

　

「
な
り
手
不
足
」
に
加
え
、
議
会
・
議

員
と
は
な
ど
、
議
員
間
討
議
の
中
か
ら
、

新
た
な
テ
ー
マ
が
出
て
き
た
。

　

議
会
の
在
り
方
と
し
て
、
「
議
会
基
本

条
例
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ

た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
対
す
る
議
員
の
主
な

意
見
は
次
の
通
り
。

・
議
会
の
役
割
と
責
任
の
表
明

・
町
長
と
議
会
と
の
相
互
関
係
の
明
示

・
議
員
活
動
に
町
民
の
理
解
が
深
ま
る

・
議
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る

・
現
状
の
規
則
・
条
例
で
良
い

・
議
員
活
動
の
拘
束
が
懸
念
さ
れ
る

・
議
員
個
人
の
負
担
に
な
ら
な
い
か

特別委員会設置
議会基本条例制定に向けて

黒
木
委
員

稲
吉
委
員

水
野
委
員

丸
山
委
員

笹
野
委
員

田
境
副
委
員
長

藤
江
委
員
長

足
立
議
長

町村名 制定年

武豊町 2011年

大口町 2014年

大治町 2014年

蟹江町 2014年

東郷町 2019年
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こ
の
度
、
地
元
の
皆
様

を
始
め
多
く
の
町
民
の
皆

様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
幸

田
町
議
会
議
員
と
し
て
当

選
の
栄
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

新
人
議
員
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
る
所

存
で
す
。

　

わ
が
町
、
幸
田
町
は
２

０
４
０
年
ま
で
人
口
が
増

え
続
け
る
と
言
わ
れ
て
い

る
町
で
す
。

　

出
産
・
子
育
て
を
す
る

若
い
世
代
も
多
く
、
私
自

身
も
幸
田
町
に
て「
妊
娠
」

「
出
産
」
「
子
育
て
」
を

通
じ
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
は
、
出
身

が
幸
田
町
外
に
て
家
族
の

支
援
が
薄
く
核
家
族
で
子

育
て
を
さ
れ
る
方
も
お
り

ま
す
。

　

様
々
な
環
境
下
で
も
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
が

し
や
す
い
幸
田
町
に
な
る

よ
う
、
現
役
子
育
て
世
代

と
し
て
皆
様
の
お
声
を
町

政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
に
関
わ
る

経
験
を
生
か
し
、
幸
田
町

で
生
活
す
る
あ
ら
ゆ
る
年

代
の
皆
様
が
住
み
や
す
い

町
に
な
る
よ
う
ご
意
見
ご

要
望
を
聞
き
な
が
ら
一
緒

に
考
え
、
幸
田
町
の
発
展

と
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
共
に
い
た
わ
り
」

「
共
に
創
る
」
「
24
時
間

ま
る
ご
と
守
る　

次
世
代

に
つ
な
ぐ
た
め
」
と
い
た

し
ま
し
て
、
「
備
え
る
」

と
い
う
こ
と
を
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
、
次
の
６

つ
の
備
え
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

①
災
害
へ
の
備
え

②
少
子
化
へ
の
備
え

③
高
齢
化
へ
の
備
え

④
人
口
減
少
へ
の
備
え

⑤
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
～
新

し
い
生
き
方
、
新
し
い

働
き
方
～
へ
の
備
え

⑥
生
活
安
定
へ
の
備
え

　

人
々
の
多
様
性
を
受
容

し
、
新
た
な
こ
と
に
柔
軟

に
対
応
し
、
挑
戦
で
き
る

こ
と
、
働
き
方
・
生
き

方
・
価
値
観
の
多
様
化
に

対
応
し
、
認
め
合
い
、
支

え
合
え
る
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
が
発
揮
さ
れ
る
社

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
町

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お

応
え
す
べ
く
全
力
で
取
り

組
む
所
存
で
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
二
期
目
の
副

町
長
と
い
う
大
役
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

成
瀬
敦
町
長
が
進
め
る

「
備
え
る
」
と
い
う
重
要

な
テ
ー
マ
か
ら
な
る
公
約

の
実
現
に
向
け
、
私
を
は

じ
め
町
職
員
一
丸
と
な
っ

て
町
政
の
発
展
に
全
力
を

傾
注
し
、
様
々
な
施
策
の

遂
行
に
誠
心
誠
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

岩い
わ

本も
と 

知ち

帆ほ 

議
員

成な
る

瀬せ 

敦あ
つ
し 

町
長

大お
お

竹た
け 

広ひ
ろ

行ゆ
き 

副
町
長

２
期
目
の
所
信
表
明

副
町
長
再
任

当
選
あ
い
さ
つ
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6議員が提案6議員が提案
町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う
5議員が提案5議員が提案一般

質問
一般
質問

議事録 議会映像

一 般 質 問 事 項一 般 質 問 事 項
　

議
会
傍
聴
は
２
回
目
で

あ
る
。
正
に
国
会
の
テ
レ

ビ
中
継
の
幸
田
町
版
を
観

た
気
が
し
た
。

　

今
回
、
特
に
興
味
を
い

だ
い
た
の
は
、
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
質
問
で
あ
っ
た
。

　

幸
田
町
は
美
し
い
山
林

議
会
は

　

幸
田
町
の
国
会

加
か

藤
と う

 浩
こ う

二
じ

さん

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

町
だ
。
私
も
生
ま
れ
育
っ

て
69
年
に
な
る
が
、
本
当

に
住
み
や
す
い
。

　

青
春
時
代
は
東
京
で
、

27
歳
ま
で
い
た
が
、
生
活

に
疲
れ
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

近
く
の
遠
望
峰
山
は
、
よ

く
散
策
し
活
力
を
与
え
て

く
れ
た
。

　

悩
ん
だ
ら
森
を
散
策
す

る
と
よ
い
。

　

今
回
の
議
会
で
、
森
林

を
テ
ー
マ
に
し
た
や
り
と

り
は
大
い
に
賛
成
だ
。

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

質問者、答弁者それぞれ30分以内の制限時間。

質問者 件　　名 頁

都築　一三

１　防災対策の重点は
２　オイスカとの関わり方は
３　伝統的工芸品の活用を
４　町長の公約の達成度は

8

丸山千代子 １　住民の声に応える政治姿勢を
２　住宅リフォーム助成制度創設を 9

稲吉　照夫 １　駅前火災被災者に町の支援を
２　タブレットの家庭使用準備は 10

水野千代子
１　交付金活用で給食費負担抑止を
２　学校体育館に空調設備を
３　新たな健康の道への可能性は

11

田境　　毅 １　教員負担軽減を実現する計画は
２　職員の働き方改革を 12

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

議会だよりでは、質問と答弁を要約してお伝えします。
詳しい内容は、会議録を幸田町立図書館で閲覧いただけるほか、
幸田町議会ホームページでも公開しています。
また、議会の映像はYouTubeで配信しています。
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一
般

質
問

耐震補強や要支援者対策

か
ら
罹
災
者
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
た
。

災
害
対
策
の
町
民
へ

の
指
導
は
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
備
え
が
必
要

か
。

安
全
テ
ラ
ス
セ
ン
タ

ー
24
を
令
和
３
年
度

に
立
ち
上
げ
、
災
害
に
強

い
人
づ
く
り
を
目
指
し
、

災
害
対
策
の
支
援
・
指
導

・
防
災
啓
発
を
実
施
し
て

い
る
。

　

物
の
備
え
は
、
各
家
庭

に
お
い
て
備
蓄
品
の
蓄
え
、

心
の
備
え
で
は
、
防
災
教

育
・
研
修
を
通
じ
て
、
慌

て
ず
命
を
守
る
行
動
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

防
災
対
策
は
、
何
に

重
点
を
置
い
て
い
る

の
か
。耐

震
補
強
や
家
具
固

定
の
重
要
性
を
唱
え
、

避
難
所
の
設
置
や
運
営
、

要
支
援
者
対
策
は
訓
練
等

を
積
み
重
ね
て
い
く
。

町
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収

の
現
状
と
、
そ
の
有
効
活

用
の
考
え
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
町

で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
自
体
を
分
別

収
集
し
て
い
な
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
利
用
で
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ

ス
カ
の
会
員
と
し
て

の
関
り
方
は
。

理
念
に
賛
同
し
、
賛

助
会
員
と
し
て
、
加

入
。

伝
統
的
工
芸
品
の
一

つ
で
あ
る
三
河
仏
壇

の
活
用
を
。

環
境
経
済
部
長
▼
ロ

ケ
ツ
ー
事
業
の
中
で
、

製
作
関
係
会
社
へ
紹
介
。

　

全
国
発
信
や
Ｐ
Ｒ
可
能
。

１
期
目
の
公
約
の
達

成
度
と
自
己
採
点
は
。

町
長
▼
公
約
48
事
業
。

自
己
採
点
は
、
80
点
。

幸
田
町
が
町
内
外
に

誇
れ
る
体
育
館
建
設

に
向
け
て
前
進
は
。

前
町
長
の
意
志
を
引

き
継
い
で
、
前
進
さ

せ
て
、
各
方
面
の
意
見
と

理
解
を
。

体
育
館
等
の
命
名
権

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
）
の
考
え
は
。

教
育
部
長
▼
調
査
研　
　

究
の
中
で
、
検
討
し

た
い
。今

後
の
、
幸
田
の
魅

力
発
信
の
考
え
は
。

町
長
▼
観
光
の
事
業

を
進
化
さ
せ
て
、
幸

田
町
の
魅
力
を
発
信
し
た

い
。

防災対策の重点は

幸
田
駅
前
商
店
街
の

火
災
の
被
害
状
況
は
。

消
防
長
▼
焼
損
棟
数

22
棟
、
焼
損
面
積
３

１
５
４
㎡
。

　

焼
損
車
両
５
台
。

　

被
災
世
帯
10
世
帯
20
人
。

被
災
者
支
援
と
し
て

何
を
行
っ
た
の
か
。

総
務
部
長
▼
見
舞
金

の
ほ
か
に
、
固
定
資

産
税
等
、
上
下
水
道
料
金

等
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面

問答

都
つ

築
づ き

 一
か ず

三
み

 議員

問答

問答

問答オ
イ
ス
カ
と
の

関
わ
り
方
は

賛
助
会
員
と
し
て

加
入

問答

問答伝
統
的
工
芸
品
の

活
用
を

ロ
ケ
ツ
ー
事
業
で

紹
介

問答町
長
の
公
約
の
達

成
度
は

自
己
採
点
は
80
点

問答問答問答

撤去が待たれる商店街

問答
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一
般

質
問

住民の声に応える政治姿勢を

配慮した形で町政運営にあたる

教
育
環
境
の
充
実
と

し
て
中
学
校
の
少
人

数
拡
大
の
実
施
を
。

　

体
育
館
の
空
調
化
は
今

年
度
事
業
で
対
応
を
。

教
育
部
長
▼
独
自
で

教
員
を
確
保
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

　

空
調
化
は
、
国
の
補
助

金
で
対
応
し
て
行
き
た
い
。

物
価
高
騰
か
ら
町
民

を
守
る
施
策
を
。

町
長
▼
９
月
の
補
正

予
算
で
展
開
で
き
る

か
現
在
調
整
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
条
例
化
を
。
性

別
関
係
な
く
選
べ
る
制
服

の
自
由
化
を
。

町
長
▼
制
度
の
導
入

を
研
究
し
て
い
く
。

　

教
育
部
長
▼
幸
田
中
学

校
は
令
和
５
年
春
か
ら
導

入
予
定
。

強
引
な
町
政
運
営
で

は
な
く
、
住
民
の
声

に
応
え
る
政
治
姿
勢
を
問

う
。

町
長
▼
配
慮
し
た
形

で
４
年
間
、
町
政
運

営
に
当
た
り
た
い
。

　

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
は
、
居
住
空
間
の

維
持
向
上
を
通
じ
て
、
人

材
や
雇
用
の
確
保
、
地
域

資
源
の
活
用
な
ど
地
域
経

済
の
循
環
が
期
待
さ
れ
る
。

築
年
数
が
30
年
以
上

の
住
宅
・
店
舗
数
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
区

別
は
な
い
が
２
７
０

２
棟
で
あ
る
。

住
宅
改
修
な
ど
対
応

で
き
る
町
内
の
中
小

業
者
数
は
。

建
築
工
事
業
13
社
、

水
道
施
設
工
事
業
15

社
。

県
下
で
実
施
し
て
い

る
自
治
体
は
。

豊
川
市
・
蒲
郡
市
・

扶
桑
町
な
ど
８
市
町

で
あ
る
。

町
で
も
住
宅
・
店
舗

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
創
設
を
。

本
町
の
実
情
に
あ
っ

た
制
度
と
す
る
た
め

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

町
長
の
２
期
目
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
12
項
目
の
選

挙
公
約
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
、
行
政

運
営
な
ど
問
う
。

高
校
生
等
通
院
医
療

費
無
料
化
の
実
施
時

期
は
。健

康
福
祉
部
長
▼
令

和
５
年
１
月
１
日
と

し
て
準
備
を
進
め
た
い
。

子
育
て
支
援
と
し
て
、

保
育
園
給
食
、
学
校

給
食
の
無
償
化
の
実
施
を
。

無
償
化
で
年
間
い
く
ら
に

な
る
か
。

町
長
▼
保
育
園
の
主

食
費
は
公
約
通
り
無

償
化
と
す
る
。

　

住
民
子
ど
も
部
長
▼
す

べ
て
無
償
化
と
す
る
と
８

１
０
０
万
円
。

　

教
育
部
長
▼
総
額
２
億

２
２
０
０
万
円
。
学
校
給

食
法
第
11
条
に
基
づ
き
保

護
者
負
担
と
し
て
い
る
。

問

答

丸
ま る

山
や ま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

答

問答問答

問答

問答問

問答住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
創
設
を

実
情
に
あ
っ
た
制

度
検
討
を
進
め
る

問答問答問答

２期目の公約スタート
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稲
い な

吉
よ し

 照
て る

夫
お

 議員

一
般

質
問

公助の視点で考えていきたい

火
災
現
場
と
隣
接
し

て
い
る
ビ
ュ
ー
レ
イ

の
対
策
は
大
丈
夫
か
。

ビ
ュ
ー
レ
イ
は
耐
火

構
造
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
沿

い
の
木
造
建
築
物
が
不
安

で
あ
る
。

町
内
に
は
消
防
車
が

入
れ
な
い
よ
う
な
狭

隘
道
路
に
住
宅
が
あ
る
地

域
の
対
策
は
。

事
業
調
整
監
兼
建
設

部
長
▼
狭
隘
道
路
の

整
備
促
進
を
図
り
、
良
好

な
生
活
環
境
の
実
現
に
努

め
た
い
。

被
災
者
に
対
し
て
、

無
利
子
の
融
資
な
ど

町
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

町
長
▼
将
来
の
展
望

に
寄
り
添
っ
て
、
公

助
の
視
点
で
し
っ
か
り
考

え
て
い
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
ら

な
い
状
況
で
あ
る
が
、
一

日
で
も
早
く
、
マ
ス
ク
の

い
ら
な
い
日
常
に
戻
る
こ

と
を
願
い
、
以
下
を
問
う
。

小
中
学
生
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
対
象
者
４
３
７

６
人
、
１
回
目
接
種
１
５

３
５
人
、
２
回
目
１
４
７

３
人
、
３
回
目
２
５
０
人
。

今
年
、
小
中
学
校
で
、

学
級
閉
鎖
は
何
回
起

き
た
か
。

教
育
部
長
▼
前
年
度

は
12
学
級
で
、
本
年

度
に
入
っ
て
か
ら
は
１
学

級
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
家
庭

で
の
使
用
準
備
は
。

一
部
家
庭
で
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
準

備
で
、
先
生
の
負
担

が
大
き
い
と
聞
く
が
。

通
常
の
授
業
準
備
に

加
え
、
端
末
操
作
の

準
備
が
負
担
増
で
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
で
、

児
童
生
徒
の
対
応
は
。

特
に
、
抵
抗
な
く
入

っ
て
い
る
が
、
フ
ィ

ル
タ
ー
の
か
け
方
が
課
題

で
あ
る
。

駅前火災被災者に町の支援を

　

去
る
３
月
27
日
、
幸
田

駅
前
で
大
規
模
火
災
が
発

生
し
、
鎮
火
ま
で
に
13
時

間
を
要
し
、
十
数
軒
の
住

宅
・
店
舗
が
消
失
し
た
。

消
火
・
対
策
本
部
活
動
な

ど
を
振
り
返
る
。

火
災
通
報
時
の
発
信

位
置
か
ら
広
報
伝
達

ま
で
の
流
れ
は
。

消
防
長
▼
通
報
者
の

発
信
地
位
置
情
報
に

よ
り
防
火
対
象
物
を
機
械

的
に
選
択
し
て
い
る
。

風
上
の
Ｊ
Ｒ
線
路
側

か
ら
の
消
火
活
動
は

で
き
た
か
。

Ｊ
Ｒ
保
線
区
職
員
の

案
全
管
理
の
下
、
消

火
活
動
に
努
め
た
。

幸
田
区
で
立
ち
上
げ

た
対
策
本
部
の
位
置

は
よ
か
っ
た
か
。

風
下
で
の
本
部
テ
ン

ト
設
置
は
、
避
け
て

ほ
し
い
。

問答問答問答

問答問

答問答

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

家
庭
使
用
準
備
は

一
部
家
庭
で
環
境

が
整
っ
て
い
な
い

問答問答

問答問答問答

幸田駅前火災後の姿
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一
般

質
問

交付金活用で給食費負担抑止を

上昇分は公費負担としたい

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

の
活
用
で
、
学
校
給
食
費

や
保
育
園
の
給
食
費
の
保

護
者
負
担
の
抑
止
を
。

保
護
者
負
担
は
据
え

置
い
た
ま
ま
で
、
上

昇
分
は
公
費
負
担
と
し
た

い
。

保
育
園
の
主
食
費
の

無
償
化
を
。

町
長
▼
早
け
れ
ば
来

年
度
取
り
組
み
た
い
。

学
校
給
食
費
の
段
階

的
無
償
化
を
。　

教
育
部
長
▼
近
隣
を

注
視
し
な
が
ら
、
財

政
的
負
担
も
多
く
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

先
の
交
付
金
を
活
用

し
、
住
民
生
活
支
援

と
し
て
水
道
基
本
料
金
の

免
除
を
。

上
下
水
道
部
長
▼
補

填
が
あ
る
前
提
で
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
予
定
。

避
難
所
と
な
る
学
校

体
育
館
に
空
調
設
備

を
。
国
の
補
助
金
メ
ニ
ュ

ー
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
▼
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
災
害
バ
ル
ク
を
導

入
す
る
事
業
が
あ
る
。
早

く
て
も
来
年
度
に
補
助
金

の
申
請
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

住
民
の
健
康
寿
命
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
つ
か
ん
で
い
な

い
。
本
町
の
平
均
寿
命
は
、

愛
知
県
、
全
国
を
上
回
っ

て
い
る
の
で
、
健
康
寿
命

も
全
国
、
愛
知
県
並
み
と

思
っ
て
い
る
。

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の

現
況
は
。
『
「
新
・

健
康
生
活
」
の
ス
ス
メ
』

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
活
用
を
。

令
和
３
年
度
の
参
加

者
は
２
０
７
１
人
。

内
訳
は
、
大
人
８
６
人
、

小
学
生
１
５
６
４
人
、
中

学
生
４
２
１
人
。
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
窓
口
に
置
く
、

住
民
健
診
等
の
来
館
者
に

渡
す
な
ど
、
活
用
が
可
能
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る

森
林
空
間
を
活
用
し

た
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
可
能
性
」
の
考
え
は
。

町
長
▼
森
林
資
源
が

健
康
づ
く
り
に
も
有

効
で
あ
る
と
実
証
的
な
数

値
を
得
る
こ
と
で
、
産
官

学
の
連
携
で
特
区
申
請
し
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
タ
ウ
ン
と
し

て
繋
げ
て
い
き
た
い
。

町
内
の
森
林
は
標
高

が
低
く
、
市
街
化
区

域
に
隣
接
し
て
い
る
林
道

が
あ
る
。
新
た
な
健
康
の

道
へ
の
可
能
性
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
健
康
の
道
の
周

知
か
ら
始
め
将
来
的
に
は
、

第
２
、
第
３
の
健
康
の
道

と
し
て
活
用
で
き
る
の
か
、

調
査
検
討
し
た
い
。

　

原
油
・
物
価
高
騰
に
よ

り
住
民
生
活
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
や
保
育

園
の
賄
い
材
料
へ
の

影
響
は
。

教
育
部
長
▼
少
し
で

も
安
価
、
地
産
地
消

を
念
頭
に
、
地
元
業
者
と

調
整
し
て
い
る
。
揚
げ
油
、

調
味
料
等
は
影
響
が
出
始

め
て
い
る
。

水
み ず

野
の

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

問答

問答問

答問答問答学
校
体
育
館
に

空
調
設
備
を

早
く
て
も
来
年
度

に
補
助
金
の
申
請

問答

新
た
な
健
康
の
道

へ
の
可
能
性
は

活
用
で
き
る
の
か

調
査
検
討
し
た
い

問答問答

問答問答

給食はおいしいな
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一
般

質
問

今はスケジュールを示せない

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
を
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
講

師
と
し
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
や
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、
教

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

方
針
と
計
画
を
示
す

べ
き
で
は
。

現
状
で
は
、
計
画
を

出
す
ま
で
に
は
整
っ

て
い
な
い
。

学
校
給
食
に
お
け
る

ス
プ
ー
ン
・
箸
持
参

を
導
入
し
た
近
隣
状
況
と
、

効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
見
直
し
を
。

現
在
、
西
三
河
各
市

で
は
ど
こ
も
実
施
し

て
い
な
い
。

　

夏
季
休
業
中
に
整
え
、

２
学
期
か
ら
の
切
り
替
え

を
考
え
て
い
る
。

教
員
の
負
担
軽
減
の

課
題
と
、
意
見
や
要

望
を
打
ち
上
げ
る
体
制
は
。

指
導
者
の
確
保
、
施

設
管
理
面
で
の
責
任

問
題
の
課
題
が
あ
る
。

　

西
三
河
教
育
長
会
議
な

ど
教
育
長
の
参
加
す
る
会

議
や
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有

識
者
会
議
で
、
幸
田
町
の

意
見
と
し
て
届
け
て
い
る
。

教
員
負
担
軽
減
を
実

現
す
る
計
画
は
。

民
間
活
用
の
た
め
の

組
織
が
な
い
の
で
、

今
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

せ
な
い
。

少
人
数
学
級
拡
充
に

お
け
る
学
校
施
設
な

ど
の
課
題
は
。

教
室
不
足
と
い
う
課

題
が
あ
り
、
本
町
で

は
32
人
学
級
は
対
応
で
き

な
い
。

　

住
民
に
わ
か
り
や
す
い

効
率
的
で
健
全
な
行
政
運

営
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
・
財
源
に
な

っ
て
い
る
か
。

企
画
部
長
▼
３
年
間

を
サ
イ
ク
ル
と
し
た

実
施
計
画
書
に
位
置
づ
け

を
す
る
。

　

国
県
の
補
助
金
、
交
付

金
、
起
債
、
基
金
積
立
金

な
ど
、
財
源
の
見
通
し
を

立
て
た
上
で
計
画
す
る
。

補
助
金
を
活
用
し
、

財
源
確
保
と
健
全
な

財
政
運
営
す
る
た
め
に
計

画
書
に
財
源
の
明
示
を
。

基
金
の
残
高
を
掲
載

す
る
よ
う
な
、
分
か

り
易
い
形
を
考
え
て
い
く
。

計
画
し
た
事
業
を
変

更
す
る
判
断
基
準
は
。

義
務
的
経
費
で
あ
る
、

人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
で
は
削
減
で
き
ず
、

こ
れ
以
外
の
経
費
で
の
調

整
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
ず
、
普
通
建
設
費
の

先
送
り
や
規
模
を
縮
小
す

る
。

施
策
の
推
進
力
は
職

員
一
人
ひ
と
り
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
。

職
員
の
働
き
方
改
革
を
。

町
長
▼
職
員
一
人
ひ

と
り
の
人
材
育
成
と

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
。

教員負担軽減を実現する計画は

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
良
い
環
境
で
学
ぶ
、

質
の
高
い
教
育
が
望
ま
れ

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
増

員
さ
れ
た
が
課
題
は
。

教
育
部
長
▼
先
生
の

ス
キ
ル
が
均
一
で
な

く
、
授
業
中
に
機
器
の
操

作
に
不
安
が
あ
る
。

教
育
・
訓
練
の
進
捗
、

指
導
内
容
を
一
元
管

理
し
習
熟
度
の
見
え
る
化
、

田
た

境
きょう

 毅
つよし

 議員

問答問答問答

問答職
員
の

働
き
方
改
革
を

能
力
を
最
大
限
発

揮
の
環
境
づ
く
り

問答

問答問答問答

ICT導入した授業

問答問

答問答
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　政務活動費とは、議員が通常の議会活動とは別に、それぞれの会
派または議員個人が議員としての知識向上や見聞を広めたり、資質
向上を図るために交付される調査研究費です。
　令和3年度の交付額は1人年額12万円。先進地への調査や研修会
への参加、議員活動に必要な事務機器の購入等に使っています。収
支報告書には証拠書類などの写しを添えて報告しています。

令和3年度の主な使途は、次のとおりです。
会派 所属議員名 事業費 交付額 主な使途 活動内容等

幸風会

杉浦あきら
笹野　康男
都築　一三
稲吉　照夫
藤江　　徹
廣野　房男
黒木　　一
鈴木　久夫
都築　幸夫
石原　　昇

283,850円
1,200,000円

（内916,150円返還）

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　プリンターインク、住宅

地図、事務用品

◦全国市町村国際文化研修所
　「町村議会議員特別セミナー」

− 丸山千代子 107,655円
120,000円

（内12,345円返還）

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　書籍年間購読料、住宅地図

◦全国市町村国際文化研修所
　「社会保障・社会福祉」「町村議会議

員特別セミナー」「人口減少社会に
おける議会の役割」

◦年間購読料「住民と自治」

− 水野千代子 88,502円
120,000円

（内31,498円返還）

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　書籍購入費、プリンター

用紙、プリンターインク

◦全国市町村国際文化研修所
　「地方財政制度の基本と自治体財政」
「議会改革を考える」「市町村議会
議員研修」

◦書籍「ヤングケアラー」

− 伊澤　伸一 55,711円
120,000円

（内64,289円返還）

【研究研修費】
　地方議員研究会

【調査旅費】
　長野県阿智村視察

【資料費】
　書籍購入費、コピー代

◦地方議員研究会
　「財政健全化のための基礎的課題」
◦長野県阿智村「満蒙開拓平和記念館」
◦書籍「社会福祉六法」

− 田境　　毅 142,177円 120,000円

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　書籍年間購読料、書籍購

入費、住宅地図、プリン
ターインク、事務用品

◦全国市町村国際文化研修所
　「社会保障・社会福祉」「地方財政制

度の基本と自治体財政」「町村議会
議員特別セミナー」「議会改革を考
える」

◦年間購読料「日経ビジネス」
◦書籍「子を、親を、児童虐待から救

う先達32人現場の知恵」

− 足立　初雄 27,019円
120,000円

（内92,981円返還）
幸風会と同じ 幸風会と同じ

政務活動費
のゆくえ
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　三河町村交流
　　　合同研修会を開催

総務教育委員会

　

令
和
３
年
３
月
に
締
結

し
た
三
河
町
村
広
域
交
流

協
定
書
に
基
づ
き
、
設
楽

町
、
東
栄
町
、
豊
根
村
と

幸
田
町
の
職
員
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、
本
町
で
実

施
す
る
準
備
を
進
め
る
。

　
　

研
修
の
出
席
人
数
と

内
容
は
。

４
町
村
で
10
人
か
ら

15
人
く
ら
い
。
行
政

に
関
わ
る
情
報
交
換
な
ど

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
う
。

  

も
の
づ
く
り
研
究

  

セ
ン
タ
ー
の
状
況

　

パ
ソ
コ
ン
塾
は
高
齢

者
が
多
い
が
、
理
解

度
な
ど
は
ど
う
か
。

個
人
差
が
あ
り
、
講

師
の
方
も
苦
労
し
て

い
た
。

　

経
営
改
善
事
業
で
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
は
、

町
内
企
業
優
先
か
。
ど
ん

な
職
種
が
多
い
か
。

町
内
企
業
が
優
先
。

自
動
車
産
業
以
外
、

食
品
産
業
や
健
康
産
業
な

ど
も
考
え
て
い
る
。

  

深
溝
小
の
増
築

  

整
備
計
画

　

今
年
度
は
、
校
舎
や
外

構
の
実
施
設
計
と
プ
ー
ル

の
撤
去
工
事
な
ど
。

　

令
和
５
年
度
に
校
舎
の

建
築
な
ど
を
行
う
予
定
。

三
ヶ
根
駅
側
か
ら
、

正
門
へ
の
車
の
入
り

方
が
鋭
角
で
難
し
い
が
。

安
全
に
回
れ
る
よ
う

設
計
し
て
い
く
。

　
　
　

（
そ
の
他
11
項
目
を
協
議
）

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
試

験
的
利
用
を
開
始
、
同
７

月
１
日
か
ら
本
格
的
供
用

を
始
め
る
「
幸
田
町
ひ
と

・
し
ご
と
交
流
施
設
」
を

視
察
し
た
。

◇
施
設
内
部
の
改
修
状
況

　

を
確
認

　

幸
田
町
と
し
て
初
め
て

の
事
業
で
あ
り
、
試
験
運

用
期
間
と
供
用
開
始
し
て

か
ら
も
出
て
く
る
問
題
点

を
改
善
し
な
が
ら
、
利
用

者
に
喜
ん
で
使
っ
て
も
ら

え
る
施
設
に
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

　

全
体
的
に
照
明
が
や
や

暗
い
こ
と
と
、
大
広
間
の

空
調
の
効
き
具
合
が
ど
う

か
懸
念
さ
れ
る
。

◇
視
察
後
の
試
験
運
用
状

　

況

　

令
和
４
年
４
月
６
日
～

５
月
31
日
ま
で
の
利
用
状

況
は
、
4
月
は
８
日
間
、

５
月
は
22
日
間
の
利
用
が

あ
っ
た
。

　

利
用
人
数
は
4
月
は
84

人
、
5
月
は
２
４
８
人
と

好
評
で
あ
っ
た
。

　

利
用
内
容
は
、
マ
ル
シ

ェ
や
親
子
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
他
、
女
性
の
会
の
活
動

も
あ
り
、
町
外
か
ら
の
利

用
者
も
あ
っ
た
。

　幸田町ひと・しごと
　　　　　　交流施設を視察

深溝小正門入口

問答

改修状況を確認（荻の空き家）

問答問

答問答

利用状況

閉会中の委員会レポート

協 議 会
5月19日

管内視察
3月31日
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　新生児特別給付金
　　　　　更に延長支給

福祉産業建設委員会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
長
期
化

し
て
い
る
中
で
、
再
度
延

長
し
、
支
給
対
象
期
間
を

令
和
５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
ま
で
再
拡
大
し
た
。

　

引
き
続
き
本
事
業
を
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊
娠
、

出
産
、
育
児
を
抱
え
る
家

庭
に
対
し
、
子
育
て
支
援

と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
を
推

進
し
て
い
く
。

〇
令
和
３
年
度
実
績

　

対
象
世
帯
３
６
０
世
帯

　

対
象
人
数　

３
６
５
人

　

支
給
総
額

　
　
　
　

１
８
２
５
万
円

世
帯
数
と
対
象
児
と

の
違
い
は
。

双
子
５
組
の
関
係
。

  

蒲
郡
市
幸
田
町
衛
生

  

組
合
会
計
予
算

　

令
和
４
年
度
蒲
郡
市
幸

田
町
衛
生
組
合
会
計
予
算

の
概
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

〇
歳
入
歳
出
予
算
総
額

　
　

２
億
６
１
４
８
万
円

　

主
な
内
訳
は
、
両
市
町

の
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

（
火
葬
場
・
し
尿
処
理
場
）

両
市
町
の
負
担
割
合

は
。

火
葬
場
は
利
用
者
数
、

し
尿
処
理
場
は
投
入

量
に
応
じ
て
算
出
。

（
そ
の
他
７
項
目
を
協
議
）

※表紙の写真　校舎増築計画により、今年で
　最後となったプール授業（深溝小学校）

議会広報特別委員会

委 員 長　稲吉 照夫

委　　員　水野 千代子　藤江　 徹　　廣野 房男
　　　　　黒木 　一　　鈴木 久夫　　田境 　毅
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議会 を傍聴してみませんか
［場所］役場5階　　［時間］午前9時から

詳しくは議会事務局へ　TEL63−5151（直通）

【9月定例会の予定】
９月 1日（木）開会、議案の説明

5日（月）一般質問
6日（火）一般質問
9日（金）議案の質疑

12日（月）議案の質疑
13日（火）決算特別委員会
14日（水）決算特別委員会
16日（金）福祉産業建設委員会
20日（月）総務教育委員会
27日（火）議会運営委員会
29日（木）討論、採決、閉会

発行・編集 ● 幸田町議会  議会広報特別委員会
発行責任者 ● 議長　足立 初雄
〒444-0192　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林1番地1
TEL（0564）63-5151　　FAX（0564）63-6970　
Eメール　gikai@town.kota.lg.jp
幸田町ホームページ　http://www.town.kota.lg.jp/

副委員長　都築 幸夫

問答

問答

子育てで奮闘するママさん

■お詫びと訂正
　第１８４号「その後追跡」の「高校卒業まで通院
費を無料に」の「９月から実施できるよう」は誤りで
した。
　６月議会で「令和５年１月１日実施に向けて準備を
進めていきたい。」との答弁がありました。

議案、一般質問、質
疑については、幸田
町議会ホームページ
で随時公開していき
ますので、ぜひご覧
ください。

協 議 会
5月25日
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あい・らぶ・マイタウン

幸田小学校6年

　成
なる

瀬
せ

 摩
み

扇
お

さん

南部中学校3年

　清
きよ

澤
さわ

 慧
けい

大
た

さん

　私は、幸田町が大好きです。スーパーや保育
園などのいろいろな施設が充実しているし、山
や川、公園もたくさんあって、空気のおいしい
自然豊かな町だと思うからです。また、筆柿や
イチゴなどの特産品が、たくさんの人から愛さ
れていると社会の授業で学び、ますます幸田町
が好きになりました。
　私は鷲田地区に住んでいます。お店はたく
さんあるので便利で
すが、子どもやお年
寄りが集うコミュニ
ティの場があると、
さらに住みやすくな
ると思っています。
私は、大人になって
もこの幸田町で自分
の家族をつくって、
ずっと住み続けたい
なと思います。

　私は、幸田町が好きです。幸田町は、生活の
中で季節を感じることが多くあります。家の窓
から見える山々の新緑、土や草の匂い、うぐい
すの鳴き声など思わず「春だな」とつぶやいて
しまうほど季節を感じることができます。
　町の活動や学校の授業でも地域の方々に教え
ていただく機会があり、親切な人がたくさんい
ます。幸田町は、自然と人が豊かで心地よい私
のふるさとです。
　他にもおいしい食
べ物や歴史を感じる
場所など幸田町のよ
いところはたくさん
あります。これから
も幸田町のよいとこ
ろを探し、私も一緒
に守り続けていきた
いです。

絵：牧
まき

野
の

次
つぎ

男
お

さん（芦谷）

私の生まれた町、幸田 私のふるさと幸田町

I Love KOTA.

　ぼくは、産まれたときは西尾に住んでいまし
た。周りは家ばかりで、緑がなく、虫も全くい
ませんでした。
　引っこしをして、幸田町に住むことになりま
した。幸田町は田んぼや自然がたくさんあり、
ぼくが大好きな虫もたくさんいました。小学生
になり、学校でも虫をたくさんつかまえまし

中央小学校6年

　千
せん

光
こう

士
じ

 蔵
くら

馬
ま

さん

ぼくの好きな幸田町
た。友達もたくさんでき、幸田町に来てとても
よかったなと思いました。
　ぼくはまだ幸田町内で行ったことがない所が
たくさんあります。もっと幸田町のことを知っ
て、もっと
もっと幸田
町を好きに
なりたいで
す。
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